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(((((訂正訂正訂正訂正訂正)))))

「「「「「22222000002222255555年年年年年３３３３３月月月月月期期期期期 第第第第第２２２２２四半四半四半四半四半期期期期期（（（（（中間中間中間中間中間期期期期期）））））決算短決算短決算短決算短決算短信信信信信〔〔〔〔〔日本基日本基日本基日本基日本基準準準準準〕〕〕〕〕(((((連結連結連結連結連結)))))」」」」」ののののの

一部訂正に関するお知ら一部訂正に関するお知ら一部訂正に関するお知ら一部訂正に関するお知ら一部訂正に関するお知らせせせせせ

当社は、2024年11月14日に発表した表記開示資料について訂正がありましたのでお知らせします。

記

１．訂正の内容と理由

「2025年３月期第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)」の記載内容に一部誤りがあることが判明し

たため、訂正を行うものです。

訂正箇所につきましては、下線を付して表示しております。

（訂正前）

(キャッシュ・フローの状況)

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べて170百万円減少し、908百万円と

なりました。

当中間連結会計期間における各区分のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

・営業活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間における営業活動の結果、支出は25百万円(前中間連結会計期間は56百万円の支出)となりま

した。これは主に税金等調整前中間純利益が333百万円、売上債権の増加が156百万円及び仕入債務の減少が103百万

円あったことなどによるものであります。

・投資活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間における投資活動の結果、支出は127百万円(前中間連結会計期間は337百万円の支出)となり

ました。これは主に有形固定資産の取得による支出が76百万円、無形固定資産の取得による支出が23百万円、当社

がUT創業者の会投資事業有限責任組合への追加出資を行ったこと等による支出が25百万円あったことなどによるも

のであります。

・財務活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間における財務活動の結果、支出は17百万円(前中間連結会計期間は213百万円の支出)となりま

した。これは主に配当金の支払による支出が20百万円及び新株予約権の行使による株式の発行により収入が２百万

円あったことなどによるものであります。

（訂正後）

(キャッシュ・フローの状況)

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べて170百万円減少し、908百万円と



なりました。

当中間連結会計期間における各区分のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

・営業活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間における営業活動の結果、支出は34百万円(前中間連結会計期間は56百万円の支出)となりま

した。これは主に税金等調整前中間純利益が333百万円、売上債権の増加が156百万円及び仕入債務の減少が121百万

円あったことなどによるものであります。

・投資活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間における投資活動の結果、支出は117百万円(前中間連結会計期間は337百万円の支出)となり

ました。これは主に有形固定資産の取得による支出が67百万円、無形固定資産の取得による支出が23百万円、当社

がUT創業者の会投資事業有限責任組合への追加出資を行ったこと等による支出が25百万円あったことなどによるも

のであります。

・財務活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間における財務活動の結果、支出は17百万円(前中間連結会計期間は213百万円の支出)となりま

した。これは主に配当金の支払による支出が20百万円及び新株予約権の行使による株式の発行により収入が２百万

円あったことなどによるものであります。

以 上


